
置賜地域の主な病院・診療所が、患者さんの医療情報を共有するしくみで、
医療機関が変わっても、検査結果などを共有できます。

◎どんな効果があるの？

治療内容、経過を地域の医療機関等で共有し、それぞれの役割分担を図る
ための診療計画書です。

○ 通院・入院中の方は、医療機関の主治医、
　 地域医療連携室（医療連携担当者）
○ 福祉施設に入所中の方は、福祉施設等の相談担当者
○ 在宅の方は、お住まいの市町地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　　 へご相談ください。

相談窓口

山形県置賜総合支庁保健福祉環境部保健企画課
（山形県置賜保健所保健企画課）健康企画担当

山形県米沢市金池三丁目1-26  ＴＥＬ0238-22-3004

地域医療連携ってなぁに

みなさまが、地域で安心して治療を受けられるよう、
医療機関同士が協力する仕組みです。

山形県置賜保健所
平成26年2月作成

お問い合わせ

地域医療連携パス

OKI-net（おきねっと）をご存知ですか

☞

☞

　重複検査や投薬を防止し、また、複数の病院の検査結果を比較できる等
　患者さんを中心とした効率のよい医療サービスを提供できます。

　主にがん、大腿骨頚部骨折、脳卒中、心筋梗塞で使われます。
だい たい こつ けい  ぶ  こっ せつ しん きん こう そく



かかりつけ医紹介
在宅サービス調整
転院・施設相談

(1)高齢者人口(県)
本県の高齢者人口は、全ての団塊の世代が75歳以上となる平成37年頃まで
増加が続き、その後減少するものの、75歳以上人口は増加し続けると推計
されています。

(3)要介護認定者の割合(県)
75歳以上の要介護認定者の割合は
29.6％で、65歳～74歳認定者の
約8倍となっています。

●今後は、医療と介護の両方から高齢者の生活を支えていくことが必要です。

このような現状をふまえ、医療機関ごとの特徴をいかし、
地域の中で協力しながら医療を提供しています。

出典：県健康長寿推進課調べ
（平成25年3月末現在）

病院での退院調整

身近なところで、
専門医療機関と連携した医療が受けられます

●多くの場合、近くの医療機関で治療が受けられることになるため、
　患者さんの負担が少なくなります。
●患者さん中心の医療が受けられます。

地域の
保健福祉関係機関

ケアマネージャー
訪問看護ステーション
地域包括支援センター
その他の関係機関

地域医療連携

地域医療連携室

療養生活をお手伝いします

・体調が悪い時の最初の
　受診先
・日常的な病気の治療
・入院や検査が必要な時は
　適切な病院を紹介

高齢化が急速に進んでいます 医療は役割分担が進められています

(2)1日当たり受診状況(入院･外来)(全国)
75歳以上の1日当たりの受診者数は、
25,700人で、65歳～74歳より
8,900人多くなっています。

8,900人
25,700人

16,800人

出典：厚生労働省「患者調査」
（平成20年）

入院
急性期病院

転院
回復期・リハビリ期病院
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出典：やまがた長寿安心プラン
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・回復のためのリハビリ
・日常生活維持のための
　リハビリ
・再発予防の治療、管理

・検査や手術
・緊急的、専門的な治療
・退院時のご相談
・かかりつけ医への紹介
・転院先への紹介


